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第 4 章 道路現況 

4-1 ボリビア国の道路概況 

第 3章、3-1 道路セクターの現状と課題で述べたように、国道の整備状況はよくない。アス

ファルト、コンクリート舗装道路の全体に対する比率が 33%、砂利道路の比率が 39％と低い。 

国道 3、16、7、4号線の調査対象区間の整備状況を表 4.1 に示す。 

 

表 4.1 調査対象区間の整備状況 （単位：km） 

国道 区間 延長 舗装道路 砂利道 土道 注 

3 号線 

 

 

コタパタ～ユクモ 

 

 

275 

 

 

0 

(0%) 

 

275 

(100%) 

 

０ 

(0%) 

 

コタパタ～サンタバル

バラ間新道は現在舗装

改良中 

16 号線 

 

チャラサニ～アポロ 

 

164 

 

0 

(0%) 

67 

(41%) 

97 

(59%) 

 

 

7 号線 

 

エピサナ～エルトルノ 

 

337 

 

268  

(80%) 

69 

(20%) 

0 

(0%) 

 

 

4 号線 

 

コロミ～イビルガルサマ 

 

172 

 

172 

(100%) 

0 

(0%) 

0 

(0%) 

 

 

出所：ｳｴﾌﾞｻｲﾄ http://www.snc.gov.bo/ 
 

この表より 3号線、16 号線は舗装道路の比率が 0％と劣悪であることが分かる。また幅員に関

しては両方の国道とも北の半分以上の区間では車道幅員が約 4m と狭い。 
 

4-2 調査対象道路の現状 

4-2-1 現地踏査結果 

下記のスケジュールで現地踏査を実施した。 
 

国道 3号線 (コタパタ～ユクモ、275km) 

 3/８ ラパス～コタパタ～カラナビ (カラナビ泊) 

 3/9  カラナビ~ユクモ (ユクモ泊) 

3/10 ユクモ～ラパス 

(注)  国道 3号線のサンイグナシオ・デ・モホス～トリニダ区間は低湿地であり、山岳道路

である他区間との技術的不一致があるため、S/W 協議において調査対象外となった。 
 

国道 16 号線 （エスコマ～チャラサニ～アポロ、251km） 

 3/11 ラパス～エスコマ～チャラサニ～アポロ (アポロ泊) 

 3/12 アポロ~ラパス     

（注）エスコマ～チャラサニ間は整備済みで問題ないため、S/W 協議において調査対象外とな

った。 
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国道 7号線 (エピサナ～エルトルノ、337km) 

 3/13  ラパス ～サンタクルス（空路） 

 3/14 サンタクルス～カマラパ～チュロ (カマラパ泊) 

 3/15 カマラパ～サンタクルス 

サンタクルス～ラパス（空路）   

      （チュロ～エピサナ間は道路封鎖のため踏査できず） 
 

国道 4号線 （コロミ～イビルガルサマ、172km） 

 道路封鎖のため踏査できず。 
    

4-2-2 交通量 

対象区間の交通量を次に示す。（出所：道路統計 1999～2003） 

これらの値は 1996 年の交通量調査結果を基にして交通量の伸びを考慮して上積みしたもので

ある。 
 

国道 3号線 (コタパタ～ユクモ、275km) 

コタパタ～カラナヴィ：393 台/日 

カラナヴィ～ユクモ：337～103 台/日(区間により差があり) 
 

国道 16 号線 （エスコマ～チャラサニ～アポロ、251km） 

エスコマ～チャラサニ：87 台/日 
 

国道 7号線 (エピサナ～エルトルノ、337km) 

エピサナ～チュロ（県境）：130 台/日 

チュロ～コマラパ：130 台/日 

コマラパ～エルトルノ：1,501～529 台/日(区間により差があり) 
 

国道 4号線 （コロミ～イビルガルサマ、172km） 

コロミ～ヴィジャ・ツナリ：3,878 台/日 

ヴィジャ・ツナリ～イビガルサマ：3,704 台/日 
 

調査対象道路位置図は巻頭に示されている。 

道路災害状況写真をページ 4-3 よりページ 4-9 に示す。 

さらに表 4.2、表 4.3、表 4.4 に国道 3、16、7 号線の道路災害台帳を示す。 
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4-2-3 道路災害の種類 

調査対象道路の災害は次のように分類される。 

・ 表層崩壊 

・ 落石 

・ 岩盤崩壊 

・ 地すべり 

・ 土石流 

・ 盛土崩壊 

・ 侵食 

・ 路体損傷（路床、路盤、舗装） 
図 4.1 に斜面崩壊のタイプを示す。 

 

4-2-4 防災対策工 

      対象道路の災害事例とその防災対策工の関係を表 4.5 に示す。         

      また図 4.2 は道路防災工の代表例を示す。                  

      さらに次ページ（4-21、4-22）にボリビアで実施されている道路防災工の事例を写真で示

す。本格調査において道路防災計画策定とパイロット・プロジェクトの計画を行う上で、こ

れらの例は貴重な参考例となる。 
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図 4.1 斜面崩壊のタイプ 

斜面崩壊 
タイプ 

 
一 般 的 特 徴 模 式 図 

表層崩壊 
 

 

・ 表層土、強風化岩、亀裂の多く発達した岩盤 
・ 急斜面 
・ 降雨との関連性が深い 
・ 規模は約 1,000m3以下 

Soil Deposit

Weathered Rock

Residual Soil

Collapse at High Elevation

落石 
 

 

・ 小岩石の自由落下 
・ 急斜面・急崖で発生 
・ 亀裂状況と関連が深い 
・ 岩石の大きさは約 5 m3以下 

Unweathered Graniate Boulder

Residual Soil

Cracky Granite

 

岩盤崩壊 
 

・ 岩盤斜面で発生 
・ 崩壊機構として、「流れ盤」、「くさび」、「トップリ

ング」がある 
・ 規模は 2-3m3以上 

Wedge Block Moderately Weathered Rock

 

地すべり 
 

・ 緩傾斜で歪んだ特異な地形を示す 
・ 崖錐堆積物、強風化帯が地すべり土塊となる 
・規模は約 5,000m3以上 

Weathered Soil

Sliding Block

Sliding Plane

Fractured Weathered Rocks

土石流 
 

・ 粘土・砂、レキからなる混在した流れ 
・ 上流域の斜面崩壊が急流によって土石流に転化 

Road

Collapsed Slope
Debris Flow

盛土崩壊 
 

・ 盛土で発生する様々なタイプの崩壊 
・ 盛土斜面の崩壊・すべり 
・ 法尻部分の洗掘 

Weathered Soil

Enbankment Material

Original Surface Line

Slide Plane

Weathered Rock

 
 

その他道路災害として侵食、路体（路床、路盤、舗装）の損傷が挙げられる。 
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4-3 道路防災の現状と課題 

4-3-1  SNC 道路防災関連事業の現状 

道路防災は道路保全事業の一環として SNC により実施されている。SNC が実施している道路の

防災関連事業は以下に述べるように、(1) 恒常的維持管理、(2) 定期的維持管理と(3) 改修（ま

たは復旧）と(4) 建設（新設）事業に分類される。 

（1）恒常的維持管理 

     恒常的維持管理には側溝・小段側溝・横断暗渠の清掃、除草、路面の穴埋めなどを

含む。 

維持管理の分野でもっとも規模の小さい業務で基本的に Micro Empreso （中小企

業、または零細企業）に発注される。SNC の管理者（Supervisor）のもとに約７名よ

り構成されるグループが恒常的維持管理を担当する。 

幹線国道の総延長は 12,255km（第 3 章参照）である。それを 35 区間に分割、発注

され、ひとつの中小企業は約 320km を担当することになる。 

全国で 290 の中小企業が登録されているが、年間には 35 業者が雇用され、SNC の監

理者 35 名の監理のもとに作業を行う。 

年間予算は 20～16 百万ドルであり、その財源は SNC 予算からなっている。 

（2）定期的維持管理 

恒常的維持管理より規模の大きな維持管理を、定期的維持管理と位置付けている。

定期的維持管理には舗装オーバーレイ、砂利補填、路肩修復、側溝・横断暗渠の補修

などを含む。 

ひとつの地点には 5年に１度の割合で維持管理される。年間に 16の建設会社が雇用

され、その会社の業務を監督する施工監理コンサルタント 16 社が配置される。 

財源は道路保全国家会計（有料道路通行料と石油税）より出される。 

2004 年には 14 プロジェクト、504km に対し 34.3 百万ドルが支出され、６プロジェ

クト 222km が着工したが、残り８プロジェクトは現在財政上の理由により着工待ちで

ある。 

80%は世銀の借款および日本のノンプロジェクトにより調達され、残り 20％はボリ

ビアの国庫で負担している。 

（3）改修（または復旧）工事 

耐用年数が経過した区間の路体と付属構造物の抜本的な改修（または復旧）工事で

あり、その内容としては舗装の更新、路床、路盤の補修、側溝、横断暗渠の更新を含

み、全て CAF、IDB、世銀などの国際機関よりの借款を資金として実施されている。 

（4）建設事業 

      新規の道路建設、アスファルト、コンクリート舗装、大規模構造物の建設または復

旧、法面安定化工事で、各ドナーのプロジェクト融資資金と自国の内価分担金を資金

源としている。 近実施された SNC による建設事業および改修（または復旧）工事

の例を表 4.6 に示す。 
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4-3-2 道路防災台帳 

事前調査において次の情報を入手した。 

（1）「国道 4号線コロミ～イビルガルサマ間クリティカル・セクッションの評価」 

      斜面の崩壊個所について原因、それによる影響、緊急対策、長期的対策が述べられ

ている。しかし対象損傷の地点（距離程）が明記されず、羅列されており、対策工も

具体的な表示がない。 

（2）「国道 7号線エピサナ～チュロ間(コチャバンバ県内のみ)」 

      斜面の崩壊個所の地点（距離程）および対策工の数量も明示されている。 

（3）「国道 3号線コタパタ～カラナビ間（新道区間のみ）」 

      斜面の崩壊個所の地点（距離程）および対策工の数量も明示されている。 

      本格調査に際しさらに対象区間全ての調書を収集する必要がある。 

 

4-3-3 道路警報システム 

     主要国道に交通遮断などが発生した場合、SNC は Internet Web サイトに幹線国道の情報

を毎日掲載している。自然災害や道路封鎖による通行不可能区間を表示している。 

その１例を図 4.3 に示す。 

                             

4-3-4 道路防災の課題 

      調査対象道路はボリビアの主要国道のうち道路防災上 も災害が顕著である山岳道路の

うちより選定されている。調査対象道路の踏査（現況調査）より判明した課題を列挙する。 

（1） 点検・診断 

         系統立てた道路防災の点検記録、診断記録は見られなかった。 

 （2） 防災事業の実態 

対象道路の災害区間において圧倒的に多いのが斜面崩壊である。その原因は山側、

谷側の擁壁が皆無に等しいことと、表面と地下水の処理が満足に行われていないこ

とに起因する。3 号線、｢地点 3－11」154.5km、16 号線「地点 16－2」39.0km お

よび 1～2 箇所においてバックホー、ペイローダー、ブルドーザーを使用し、山側斜

面の崩壊土砂の撤去、または山側斜面に小段を設置する改修工事を行う程度で、谷

側の斜面崩壊に対し全く対策がとられていない。 

特に危険なのは、谷側の崩壊が放置され道路幅員がどんどん狭くなっている地点

である。放置すれば今年中に交通が遮断されると思われる個所が、３号線と 16 号線

で２~3 箇所あるかもしれない。 

（3） 本格調査の実施 

上記の理由より本件調査は非常に重要で、緊急を要すると思われる。 

本格調査において、道路防災計画策定、マニュアル作成、パイロット・プロジェク

ト実施により、ボリビアの道路防災は大いに改善されると思われる。 

道路防災実施体制における課題は第 5 章で述べる。 
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